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日本テコンドー協会（ＪＴＡ）

２０２０年６月 理事会通信

実施 ２０２０年６月１４日

日本テコンドー協会

理事長 河 明生

定例理事会における公開可能な決定事項につき告知します。

議題１ 第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会 １１月２８日開催の可否について

発言要旨 理事長 河

「中国コロナウィルス・パニックにより様々な武道・スポーツ競技の全国大会が中止に追い込まれている。

約半年後、我が第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会開催日が迫っている。

しかし、２０２０年１月～６月迄、半年間も、正常な予選会が実施できない状況である。

組手試合の場合、格闘技であるがゆえ、死亡事故等のリスクも完全には排除できない。

本日、理事会において理事諸君の忌憚のない意見を聞き、上記、全日本大会の開催の可否につき決定したい。

発言順 要旨 副理事 吉川

「JTAは毎年１１月、全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会を開催することが定着している。
定着している最大のイベントは実施すべきだと考える」

発言順 要旨 理事 武田

「全日本大会を目標にしている選手がいる以上、開催すべきである」

発言順 要旨 理事 盛島

「全日本大会の開催場所である後楽園ホール（東京ドーム）側が貸してくれるのであれば全日本大会は

予定通り開催すべきである」

発言順 要旨 副理事 趙

「開催すべきである。

ただし、予選会が実施できない状況で選手の組手レベルが落ちている可能性があり、

トーナメント戦は厳しいのではないか。ワンマッチ等も検討すべきだと思う」

発言順 要旨 副理事 廣川

「３月実施の佐賀テコンドー選手権大会で私の弟子３名が選抜されており、すでに飛行機等の手配をしている

選手及び家族もいる。

また、九州テコンドー連盟には、鹿児島テコンドークラブ等、団体戦型出場に燃えているクラブもある。

開催してほしい」

議題１結論 理事会参加の６名中、参加の可否につき発言しなかった議長を除く全員が開催を主張した。

よって、第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会は、予定通り

１１月２８日（土曜日）午後５時より後楽園ホールで開催する。

ただし、政府または東京都が、二度目の開催自粛要請を発表し、東京ドームが応じた場合、
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延期はできないので、本年度、全日本大会は中止とする。

その場合、参加費は全額返却する。

議題２ アディダスカップの申請について

発言要旨 理事長 河

「本来なら、昨年同様、アディダス社に対し、

我が全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会に「アディダス・カップ２０２０」と冠することにつき

申請・協議したいところだが、世界的な中国コロナウィルス・パニックの厳しい現実を考慮すると、

申請そのものを控えるべきだと考える。

また、開催が決定した第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会の主たる目的は、

JTA内のやる気のある門人の活躍の場を持続的に提供することで組織内部の活性化をはかることである。
本大会は、対外的なものよりも対内的な課題に集中すべきである」

議題２結論 異論なし。満場一致で可決

第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会はスポンサー名を冠しない

議題３ 全日本 FT大会 団体戦型の推薦出場について

発言要旨 理事長 河

「団体戦型は、メンバー３名が一堂に会し、多くの練習時間を費やさなければならない。

しかし、①２～６月迄、練習ができず

②全日本 FT大会開催日迄、半年を切っており
③予選会が最短でも 8月９日の関西大会のみの状況

を考慮すると、従来の参加基準を本大会に限り緩和すべきだと思う。

具体的には、団体型への参加を希望するクラブは、

①クラブ長推薦として参加を申請できる

②団体型の予選会で演武する型の映像をライン等で担当副理事（受付担当・趙）に 8月末日迄に送信し
③担当師範（盛島・武田）が審査し

④９月理事会で決定する

ただし、予選会実施が確定している関西大会（8 月９日）および九州大会兼長崎大会（9 月２１日）等に
参加した団体は上記②の団体型演武映像の送信を免除する。
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＊議論省略

議題３結論

第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会 団体戦型のクラブ長推薦出場を認める

議題３ 全日本 FT大会 団体戦型の派生議題・決定事項

１、第３１回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会・型団体戦の参加資格に前年度大会同様、

昇段審査を受験中の茶帯は、参加人数３名中、２名を上限とする。

２、予選会実施が確定している関西大会および九州大会（兼長崎大会）に優勝した団体は、

全日本 FT大会においてあらかじめ加点（１点。決勝は加点しない）するものとする。
上記予選会への参加団体が４団体以上の場合、

２位の団体には全日本 FT大会においてあらかじめ加点（０．５点。決勝は加点しない）するものとする。

議題４ 全日本 FT大会 個人 組手および型の推薦出場について

議論進行中のため後日、発表する。


